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Germany

海外・現場最前線
からのお便り　

海外で活躍する林野庁職員の近況を
シリーズで報告します

世
界
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
４
分
の
３
は
化
石
燃
料
の

燃
焼
に
伴
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
Ｃ
Ｏ
２
で
あ
り
、エ
ネ
ル

ギ
ー
転
換
は
気
候
変
動
対
策
の
最
も
重
要
な
課
題
で
す
。

　
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ａ
は
、こ
の
よ
う
な
課
題
を
踏
ま
え
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー（
再
エ
ネ
）の
普
及
促
進
を
目
的
と
し
て
２
０
１
１
年
に
設
立

さ
れ
た
国
際
機
関
で
あ
り
、本
部（
写
真
１
）は
ア
ブ
ダ
ビ
に
あ
り
ま

す
。毎
年
１
月
に
加
盟
国（
現
時
点
で
１
６
１
カ
国
）等
が
参
加
す
る

総
会（
写
真
２
）が
開
催
さ
れ
ま
す
。ま
た
、ボ
ン（
ド
イ
ツ
）に
筆
者

が
勤
め
る
技
術
革
新
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。ボ
ン
は
、ゆ
っ
た
り

と
ラ
イ
ン
川（
写
真
３
）が
流
れ
る
静
か
な
町
で
あ
る
と
と
も
に
、気

候
変
動
枠
組
条
約
の
事
務
局
等
も
所
在
し
て
学
際
的
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ａ
で
は
、パ
リ
協
定
の
２
℃
目
標
を
踏
ま
え
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
３
分
の
２
が
再
エ
ネ
に

置
き
換
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
提
示
し
、そ
の

実
現
に
向
け
て
様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。実
際
、太
陽
光
発

電
の
入
札
で
０
．０
３
ド
ル
／
Ｋ
Ｗ
ｈ
を
記
録
す
る
な
ど
、世
界
の

多
く
の
地
域
で
再
エ
ネ
発
電
が
石
炭
火
力
発
電
の
コ
ス
ト
よ
り
も

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。太
陽
光
や
風
力
の
出
力
の
変
動
性
を
克
服
す

る
た
め
の
課
題
は
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、蓄
電
池
、電
気
分
解
に
よ

る
水
素
の
生
産
、電
気
自
動
車
と
送
配
電
網
間
の
電
力
の
相
互
融

通
、末
端
消
費
者
間
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
電
力
取
引
な
ど
、様
々
な
技

術
革
新
が
進
展
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
電
力
は
現
状
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
全
体
の
２
割
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ａ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
２
０
５
０
年
に
５

割
ま
で
拡
大
す
る
シ
ナ
リ
オ
を
描
い
て
い
ま
す
が
、熱
や
交
通
燃
料
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な
ど
、電
力
以
外
で
の
排
出
削
減
も
大
き
な
課
題
で
す
。そ
こ
で
大

き
な
期
待
を
集
め
る
の
が
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す（
グ
ラ
フ
４
）。

バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
、有
機
物（
バ
イ
オ
マ
ス
）を
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
転
換
し
た
も
の
で
、農
林
業
残
渣
、ポ
プ
ラ
等
の
資
源
作
物
、食
品

や
畜
産
の
廃
棄
物
と
い
う
主
に
３
つ
の
原
料
供
給
ル
ー
ト
が
あ
り

ま
す
。調
達
さ
れ
た
原
料
は
、熱
化
学
的
、生
物
化
学
的
な
変
換
技
術

に
よ
っ
て
固
体
、液
体
又
は
気
体
の
燃
料
に
加
工
さ
れ
ま
す
。

　
特
に
、交
通
分
野
で
は
、ガ
ソ
リ
ン
等
に
バ
イ
オ
燃
料
を
混
合
す

る
政
策
が
約
70
カ
国
で
導
入
さ
れ
て
お
り（
写
真
５
）、食
料
生
産
と

競
合
の
お
そ
れ
の
あ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
等
を
原
料
と
す
る
従
来
型

バ
イ
オ
燃
料（
写
真
６
）に
加
え
、農
業
残
渣
や
木
材
等
を
利
用
す
る

次
世
代
型
バ
イ
オ
燃
料
の
開
発
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、航

空
機
や
船
舶
用
の
バ
イ
オ
燃
料
は
、主
に
廃
食
油
や
動
物
性
脂
肪
を

原
料
と
す
る
も
の
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、パ
ル
プ
製
造
過
程
で
生

じ
る
オ
イ
ル
を
精
製
し
た
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
の
商
業
化
も
拡
大
し
て

い
く
見
込
み
で
す
。

　
更
に
、産
業
分
野
で
は
、鉄
鋼
、セ
メ
ン
ト
等
の
処
理
熱
と
し
て

コ
ー
ク
ス
炭
等
が
多
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、こ
れ
を
脱
炭
素
化
す
る

手
段
と
し
て
水
素
の
活
用
が
関
心
を
集
め
て
い
ま
す
が
、バ
イ
オ

コ
ー
ク
ス
や
木
炭
等
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
も
無
視

で
き
ま
せ
ん
。　

　
パ
リ
協
定
の
掲
げ
る
ネ
ッ
ト
排
出
ゼ
ロ
を
理
想
論
で
終
始
さ
せ

な
い
た
め
に
は
、社
会
経
済
構
造
を
化
石
燃
料
依
存
型
か
ら
再
エ
ネ

主
体
に
転
換
し
て
い
く
具
体
的
な
道
筋
を
描
き
、そ
れ
を
政
策
面
で

支
援
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。筆
者
自
身
も
様
々
な
会
議

で
発
表
す
る
機
会（
写
真
７
）が
多
く
、Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ａ
の
活
動
を
通
じ

引
き
続
き
普
及
啓
発
活
動
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

６ 米国アイオワ州（デモイン）におけるバイオエタノール精製プラント７ 欧州の運輸セクターの脱炭素化に関する自由討論会（2019年５月、ブリュッセ
ル、EURACTIV主催、中央が筆者）

５ 米国のガソリンスタンド（Eの表示がバイオエタノールの混合率、純粋ガ
ソリンよりも安価、E85は通常の内燃機関エンジンとは仕様が異なるフ
レックス燃料車しか注入できない） ４ 部門別のエネルギー需要の変化　（出典：IRENA）




